


令和元年度
　　　施政方針

　
農
地
有
効
活
用
た
め
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
農
地
利

用
集
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
苗
木

購
入
助
成
と
安
定
供
給
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

た
ん
か
ん
、
マ
ン
ゴ
ー
、
カ

ボ
チ
ャ
に
つ
い
て
も
栽
培
講
習

会
を
随
時
開
催
し
、
農
家
所
得

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
物
産
展
な
ど

で
P
R
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
つ
い
て
は
、
受

胎
率
の
向
上
や
防
疫
体
制
の
徹

底
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
来
夏
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
、
緑
化
の
推
進
や
森
林

整
備
と
循
環
型
林
業
の
推
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
海
岸
漂
着
物
回
収

処
理
事
業
を
活
用
し
て
、
環
境

保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
対
策
の
立

て
看
板
の
設
置
及
び
チ
ラ
シ
の

配
布
を
し
、
生
活
環
境
の
保
全

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

希
少
種
を
守
る
た
め
に
、
引

き
続
き
ノ
ラ
ネ
コ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業

を
行
い
ま
す
。

　

飼
い
猫
の
不
妊
手
術
や
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
や
部

活
動
の
対
外
競
技
会
出
場
等
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
等
に
よ

る
教
職
員
研
修
の
充
実
、ま
た
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
外
国
語

教
育
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
「
学
校
給
食
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
に
お
い
て
、
共
同
調

理
場
及
び
、
併
設
校
の
給
食
運

営
の
あ
り
方
な
ど
検
討
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

　

高
校
生
や
大
学
生
等
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
つ
い
て

も
、
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向

け
、
村
に
伝
わ
る
伝
承
文
化
の

保
存
と
活
用
な
ど
、
宇
検
村
の

文
化
を
来
訪
者
へ
積
極
的
に
紹

介
し
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
の

総
合
的
な
体
験
活
動
と
併
せ

て
、
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

村
誌
編
纂
に
つ
い
て
は
，
自

然
編
・
通
史
編
を
施
行
１
０
０

周
年
記
念
式
典
に
併
せ
て
発
刊

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令

和
2
年
度
に
民
俗
編
の
発
刊
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
「
や
け
う
ち
ど
ん
と
券
」
も

継
続
し
て
実
施
し
、
地
元
優
先

の
買
い
物
の
推
奨
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
「
う
け
ん
市
場
」
に
つ
い
て

は
、今
後
も
生
産
者
へ
の
指
導
、

品
質
・
品
揃
え
、
経
営
の
安
定

化
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
た
ん
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
等
の
試
作
を
行
い
試
験
販
売

し
、
機
器
整
備
等
の
検
討
を
行

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
湯
湾
岳
公
園
の
展

望
台
・
遊
歩
道
の
整
備
を
実
施

致
し
ま
す
。

  

本
村
独
自
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
創
出
、
観
光
資
源
の
発
掘
な

ど
、
行
政
と
し
て
も
P
R
や

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

　

宇
検
船
越
線
、
屋
鈍
曽
津
高

崎
線
、
湯
湾
大
棚
線
を
引
き
続

き
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業

で
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

港
湾
整
備
で
は
、
須
古
地
区

の
岸
壁
の
改
良
、
湯
湾
地
区
で

は
物
揚
場
の
修
繕
・
舗
装
工
事

を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　　

宇
検
村
診
療
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
も
医
師
の
常
駐
に

よ
り
診
療
及
び
健
康
管
理
等
、

村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施

設
管
理
体
制
を
築
い
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
支
援
事
業
で
は
、
い
き

い
き
ど
ぅ
く
さ
体
操
や
頭
の
体

操
教
室
等
の
支
援
を
行
い
、
住

民
自
ら
が
介
護
予
防
、
支
え
合

い
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

農
業
振
興

環
境
保
全

教
育
行
政

保
健
福
祉

林
業
振
興

商
工
業
振
興

交
通
・
通
信
網

観
光
振
興

宇
検
村
長

　
　

元
山　

公
知

　毎年、第 1 回定例議会で村長が表明する施政方針
は、その年度における政策の方向性を示すものです。
施政方針の内容を、紙面の都合上一部抜粋して掲載
いたします。全文につきましては、村ホームページ
にて公開しています。

  

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
保
健
福
祉

課
内
に
設
置
し
、
専
門
職
に
よ

る
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
は
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
に
努

め
、更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
の
健
全
化
を
基
本
理

念
と
し
、
安
全
な
生
活
環
境
づ

く
り
に
努
め
、
職
員
研
修
等
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　　

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
の
損
傷
が
大
き
い
も
の
か
ら

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
防
災
意
識
の

向
上
を
図
り
、
複
雑
多
様
化
す

る
災
害
時
の
対
応
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

消
防
・
防
災

笑顔あふれる
　　　未来の宇検村を目指し
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50.7%

12.9%

10%

9.5%

8.5%
4.4%

4%

合計
29 億 6,138

万円

地方交付税
15 億円

村債
3億 8,310 万円

国庫支出金
2億 9,523 万円

繰入金
2 億 8,204 万円

県支出金
2億 5,234 万円

村税
1億 3,075 万円

その他
( 地方譲与税・地方消費税交付金・

分担金および負担金・使用料および手数料・

財産収入など )

1億 1792 万円

18.7%

15.3%

14.5%13.5%

10.5%

8.5%

6.5%
12.5%

合計
29 億 6,138

万円

土木費
5億 5,391 万円

総務費
4億 5,228 万円

民生費
4億 3,020 万円公債費

４億7万円

農林水産業費
3億 1,223 万円

教育費
2億 5,278 万円

衛生費
1億 9,372 万円

その他
( 商工費1億 8,437 万円・消防費1億 1,719 万円

議会費 5,957 万円・予備費 500 万円など )

3億 6,619 万円

歳入

歳出※人口：1,711 人 ( 平成 31年 3月末現在 ) で計算

《村民 1人当たりにつかわれるお金》

《令和元年度特別会計予算》

《令和元年度の主な事業一覧》

国保事業特別会計                                  2 億 8,528 万円                1,120 万円
国保施設事業特別会計　　　　　　　　7,455 万円           △ 2,535 万円

簡易水道事業特別会計                          2 億 7,396 万円                4,900 万円

農業集落排水事業特別会計                 1 億 4,005 万円           △ 4,223 万円
漁港漁村集落排水事業特別会計　　　　1,800 万円              △ 290 万円
介護保険事業特別会計　　　　　　2 億 7,855 万円              △ 300 万円
後期高齢者医療事業特別会計　　　　　3,272 万円              △ 120 万円

 

会  計  区  分                                   予  算  増減
( 前年度比 )

                                                                                                                   

1,289 万円
2,187 万円

6,100 万円

1 億 7,890 万円

教育費 総務費

商工費

農林水産業費
土木費

給食センター設計委託費 阿室東屋改修事業

湯湾岳公園整備事業

農業基盤整備促進事業
芦検団地２号棟改修事業

道路整備事業
( 宇検船越線他２路線 )

湯湾港 ( 須古地区 )
岸壁補修事業費

久志校ブロック塀改修

1,000 万円 1,540 万円

1 億 3,740 万円

   460 万円

( 干拓排水ポンプ改修 )

議      会      費　　　       　34,818 円
総      務      費　　　　　264,340 円
民      生      費　　　　　251,433 円
衛      生      費　　　　　113,221 円

農林水産業費　            　182,488 円
商      工      費　　　　　107,760 円
土      木      費　　　　　323,739 円
消      防      費                   　 68,495 円
教      育      費                 　147,739 円

　国の予算状況を踏まえ，本村の令和元年度当初予算においては，村税及び
地方交付税は，前年度並みを見込んでいますが，地方自治体の基金残高の増
加やふるさと納税の増加により，今後は交付税の配分額に何らかの影響がで
るのではないかと懸念しているところです。これまでと同様，財政健全化を
進めていくことは当然のことですが，住民に必要な予算は積極的に活用する
とともに，重要な自主財源である村税，使用料，手数料等については，徴収
率の向上を図り自主財源の確保に努めてまいります。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 令和元年度　施政方針より )

令和元年度当初予算
一般会計歳入歳出総額

29 億 6,138 万円
前年度比

6.5% の減額
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わきゃむらのわだいわきゃむらのわだい

第 1 回 ゆいの市開催
船越海岸

クリーンキャンペーン
田検集落

端午一心会

村内中学校の卒業生による
タイムカプセルコーヒー

3 月 3 日に第 1 回 ゆいの市が、元気の出る館大
ホールにて開催されました。当日はあいにくの雨
だった為に室内での開催となりましたが、それに
も関わらず多くの来場者が集まり大変賑いまし
た。宮城県七ケ宿町からも新鮮な野菜と果物が届
き、村内の農作物と合わせて大人気でした。今回
の祭りでは村内のカフェからお菓子やコーヒー、
パンの出店の他に、協力隊とがじまる茶屋のコラ
ボレーションによる地産地消にこだわったハン
バーガーも話題となりました。

3 月 17 日に行われたタイムカプセルコーヒープ
ロジェクトは、3 月に卒業した中学生とその保護
者の方々が対象。村内中学校の卒業生 11 名が参
加しました。コーヒー農園では賑やかな植樹会が
行われ、思い思いの品をタイムカプセルに詰め込
み、記念撮影。植樹会後にはとよひかり珈琲店に
て、自分たちのオリジナルでコーヒーをブレンド
し、感謝の気持ちを込めたドリップコーヒー作り
を行いました。子供達は「成人式が楽しみ。大変
な事があっても今の思い出を忘れずに頑張りま
す。」と話しました。

奄美大島観光物産連盟主催による船越
海岸のクリーンキャンペーンが行わ
れ、村外からも多くの人が参加しまし
た。海岸には大小様々なゴミが流れ着
き、その量に皆さん驚いた表情でした。
きれいに拾い終えた後には、マイクロ
アトールなどを見て、景色を楽しむ様
子も見られました。

今年で 55 回目となる田検集落の恒例
行事「端午一心会」が、今年も５月５
日にとり行われ、令和最初の記念すべ
き会となりました。今年は８名の新生
児の誕生が祝われ、区長より表彰状と
お祝い金が手渡されました。その後は
４チーム対抗の運動会が行われ、様々
な世代の交流に賑わいを見せました。

宇検村ブラジル移民百周年企画記念展

ブラジルと奄美・宇検村

3 月 30 日から 5 月 30 日までの２ヶ月間にわ
たり、神奈川にある JICA 横浜の回廊を会場と
してブラジル移民の企画展が行われました。来
館者の中には、こちらの展示目的に足を運ばれ
た方々や、「偶然入った JICA でまさか奄美に関
する展示があるとは」と喜んでいる奄美ファン
の方もいたようです。また、初日に行われたオー
プニング講座では「海を渡った奄美人たち」を
テーマとし、宇検村の位置や人口などの基本的
なことから始まり、移民自体の歴史と、宇検村
の移民の特徴などのお話がありました。
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わきゃむらのわだい

女子消防団員

上級救命講習

宇検村
せいかつ情報局

10
月
入
学

　
　
放
送
大
学
入
学
生
募
集

高
卒
・
大
卒
求
人

　
　
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
な
っ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ

の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

好
き
な
時
に
受
講
す
る
こ
と
も

出
来
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
300
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
事
が
出

来
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー

☎︎
０
９
９ｰ

２
３
９ｰ

３
８
１
１

【
出
願
期
間
】

第
一
回
は
８
月
31
日
ま
で

第
二
回
は
９
月
20
日
ま
で

　

高
等
学
校
の
２
０
２
０
年
３

月
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

求
人(

高
卒
求
人)

の
申
し
込

み
受
付
が
、
６
月
１
日
よ
り
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
に

は
、
求
人
申
し
込
み
は
早
く
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
世
代

を
担
う
若
い
人
材
が
、
地
元
の

支
え
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

に
、
早
期
の
求
人
申
し
込
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、大
学・専
門
学
校
等
の
、

２
０
２
０
年
３
月
卒
業
予
定
者

を
対
象
と
し
た
求
人(

大
学
卒

求
人)

も
現
在
受
付
中
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

【
住
所
】

〒
８
９
４ ｰ 

０
０
３
６

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
長
浜
町

１ ｰ 

１

【
電
話
番
号
】

☎
０
９
９
７ｰ

５
２ｰ

４
６
１
１

fax
０
９
９
７ｰ

５
２ｰ

４
６
０
２

〜
事
業
主
の
み
な
さ
ま
〜

国民年金保険料
【免除期間・納付猶予期間がある方へ】

　国民年金保険料の免除等がある場合、老齢基礎年金の受取額が少なくなります。
将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、10 年以内であれば遡って納める
ことができます。ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して
3 年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。

一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納は
できません。

「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経
過した月分である場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。

お問い合わせ
「ねんきん加入者ダイヤル」0570-003-004

5 月 18 日に行われた宇検村女性消防団員によ
る上級救命講習では、10 名の消防団員が講習
に参加し、座学と実技で救命に大切なことを学
びました。中でも心肺蘇生法の実技では、女性
の身近である幼児や子供向けの蘇生法を実際の
大きさの人形で実践し、真剣に学んでいる様子
が印象的でした。参加した団員は「身近なもの
で手当ができるなど、よく覚えておこうと思っ
た」「介護や育児の際にも役立てることができ
る、学べてよかった」と話しました。

子ども芸術祭典

5 月 29 日、今年も「人形劇団クラルテ」
の皆さんが宇検村に来てくださり、子
供達を楽しませてくれました。今年は

「瓜子姫とあまんじゃく」「おおかみと
七匹のこやぎ」の二本立て。子供達は
劇に合わせて笑い声などをあげ、とて
も楽しんでいました。

5 月 25 日に行われた親子遠足は、今
までの遠足とは趣向を変えたスタンプ
ラリー形式でした。「ケンムンを探せ」
をテーマに、田検集落と湯湾集落を巡
りスタンプを集めるというもの。子供
達は最後まで元気に歩き通し、集めた
スタンプを嬉しそうに見せ合いっこし
ていました。

田検保育所
スタンプラリー親子遠足
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２
０
２
０
年
開
催
の
両
大
会

に
合
わ
せ
、
民
間
団
体
な
ど
が

本
県
の
文
化
・
芸
術
や
伝
統
、

食
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
、
展
示
の
事
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

８
月
30
日(

金)

ま
で

【
事
業
の
実
施
期
間
】

２
０
２
０
年
１
月
１
日(

水)

か
ら
12
月
31
日(

木)

ま
で

※
例
年
実
施
し
て
い
る
既
存
の

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
も
対
象

で
す
。
※
財
政
支
援
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
が
で

き
る
ほ
か
、
か
ご
し
ま
国
体
・

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

P
R
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

☎︎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
８
６
６

FAX
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

５
５
５
３

宇検村
せいかつ情報局

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体

・
か
ご
し
ま
大
会
」
の
募
集

みんなで守ろう
！

　　　　海のア
イドル！

ウミガメ上陸産卵「日本一」

注意事項

鹿児島県ウミガメ保護条例

ウミガメの産卵・孵
ふ
化

鹿児島県は、日本一のウミガメの上陸、産卵地となっています。屋久島、種子島
はアカウミガメ。奄美群島はアオウミガメの代表的な上陸、産卵地となっていま
す。

ウミガメは非常に警戒心が強いため、下記の注意点を守らないと安心して上陸できません。

ウミガメは産卵のため、概ね５月から７月にかけて海岸に上陸し、卵は８月から
９月に孵

ふ
化し、海に帰ります。宇検村でも例年５月から９月にこの産卵・孵

ふ
化が

行われることが確認されています。

鹿児島県では、貴重な野生生物であるウミガメを守るため、昭和６３年３月に「鹿
児島県ウミガメ保護条例」を制定しました。「県、市町村及び県民等が一体となっ
て、その保護を図り、もって将来の県民にこれを共有の資産として継承すること」
を目的とし、ウミガメの捕獲等、殺傷行為、卵の採取を原則禁止しています。

約束だよ！

・暗くなった海で騒がない
・海岸でライトやマッチなどをむやみに
　つけない ( タバコも吸わないようにする）

・波打ち際をむやみに歩き回らない
・産卵場所にゴミ ( 空き缶・ビニールなど )
　を捨てない

・上陸中や穴掘り中のカメに近づかない
・産卵中のカメにむやみに近づいたり光
　をあてない

・カメにむやみに触らない
・孵

ふ
化時期には、孵

ふ
化の障害にならない

　よう特に注意する。

　

　

お
使
い
の
レ
ジ
は
、
消
費
税

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
に
な
っ
て

い
ま
す
か
？

　

10
月
か
ら
始
ま
る
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
伴
い
、

八
百
屋
・
魚
屋
・
パ
ン
屋
・
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
飲
食
料
品
を
販
売

す
る
事
業
者
は
、
新
し
い
記
載

ル
ー
ル
に
則
っ
た
請
求
書
や
、

領
収
書
の
発
行
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
税
率

対
象
商
品
を
扱
う
店
舗
等
は
複

数
税
率
に
対
応
し
た
レ
ジ
や
シ

ス
テ
ム
改
修
が
必
要
で
す
。
今
、

国
が
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
導
入
・

改
修
費
用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎︎
０
１
２
０ｰ

３
９
８ｰ

１
１
１

９
時
〜
17
時(

土
日
祝
除)

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
お
買
い

物
を
し
た
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
還

元
を
支
援
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
う
需
要
平
準
化
対
策

と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を

使
っ
た
場
合
、
来
年
の
６
月
ま

で
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
国
が
支

援
し
ま
す
。
中
小
・
小
規
模
事

業
者
が
営
む
店
舗
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還

元
事
務
局

☎︎
０
５
７
０ｰ

０
０
０
６
５
５

宇検村
せいかつ情報局

軽
減
税
率
制
度
の
実
施
ま
で

　
　
　
　
残
り
あ
と
わ
ず
か
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

　
　
ポ
イ
ン
ト
還
元
支
援

入所されている方との交流を通して、長い間あやまった隔離政策による人権侵害の体験談から

偏見・差別のない社会の大切さや、生き方を学ぶ貴重な機会です。

【申込先】
鹿児島県庁くらし保健福祉部健康増進課　ハンセン病問題担当　宮ノ下・前田

〒８９０– ８５７７　鹿児島市鴨池新町１０– １
TEL：０９９– ２８６– ２７２０　FAX：０９９– ２８６– ５５５６

E-mail：kansensy@pref.kagoshima.lg.jp

【詳細】
場所：奄美和光園

日程：8 月 8 日 ( 金 )
時間：12：45 大島支庁集合〜 16：10 大島支庁解散

【募集期間】
6 月 3 日 ( 月 ) 〜 7 月 12 日 ( 金 )

【申込方法】
ハガキ・電話・FAX・E-mail のいずれかに、訪問施設名・住所・氏名・年齢・性別

職業 ( 学年 )・電話番号 ( 自宅・携帯等 ) を記入、または連絡をしてください。

ハンセン病については 20ページ
「ハンセン病問題を正しく理解する」を確認ください。

※現地集合・現地解散も可能です。　※参加料は無料です。

親子でハンセン病療養所を訪ねてみませんか
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宇検村にはアマミノクロウサギが多く生息していて、その姿を私たちの生活圏に見せ
ることも少なくありません。しかし残念なことに、毎年多くのアマミノクロウサギの
命が交通事故によって奪われています。希少な動物達と共存していくために、思いや
りの心を持った運転を心がけましょう。

奄美大島アマミノクロウサギ死体回収件数

アマミノクロウサギの事故

宇検村宇検村
せいかつ情報局せいかつ情報局

高齢者肺炎球菌の予防接種を受けましょう
　肺炎球菌感染症とは、肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。この菌は、主に気
道の分泌物に含まれ、唾液などを通じて感染します。日本人の約３% 〜５% の高齢者では鼻や喉の
奥に菌が常在しているとされます。これらの菌が何らかのきっかけで進展することで、気管支炎・
肺炎・敗血症などの重い合併症を起こすことがあります。

下記に該当する方は、村から送付された予診票を医療機関へ持参すると、宇検村の助成で、肺
炎球菌の予防接種を受けることが出来ます。対象の方には５月初旬に予診票を送付しています。

※生活保護受給者は、生活保護受給証明書の添付により無料になります。
※医療機関にお電話の上、お早めに接種されるようにしてください。
※予診票を紛失された場合は、役場窓口で再発行します。

１   村内に住所があり、令和元年度中 ( 平成３１年４月１日から令和２年３月３１日 )に

２  接種日時点で６０歳以上の者であって、心臓・じん臓・呼吸器・ヒト免疫不全のうち

　   いずれかが、身体障害者手帳１級に該当する方 ( 役場窓口での申請が必要です。)

今年度 ( 令和元年度 ) の肺炎球菌予防接種の対象者

６５歳：昭和２９年４月１日〜昭和３０年３月３１日
７０歳：昭和２４年４月１日〜昭和２５年３月３１日
７５歳：昭和１９年４月１日〜昭和２０年３月３１日
８０歳：昭和１４年４月１日〜昭和１５年３月３１日
８５歳：昭和　９年４月１日〜昭和１０年３月３１日
９０歳：昭和　４年４月１日〜昭和　５年３月３１日
９５歳：大正１３年４月１日〜大正１４年３月３１日

    １００歳：大正   ８年４月１日〜大正  ９年３月３１日　
また、平成３０年度末に１００歳以上の方 ( これまでに２３価の
肺炎球菌の予防接種受けたことがある方は対象外となります。)

【接種期間】　令和２年３月３１日まで
【接種費用】　自己負担４, ０００円（公費補助３, ６７５〜３, ７４２円）　

2019年 1 月         2 月　　3 月　　4 月　　5 月

0　　　 2　　　 1　　　 3　　　 2

4　　　 4　　　 4　　　 4　　　 4
4　　　 6　　　 5　　　 7　　　 6

交通事故
不明・その他
合計

【問い合わせ先】　宇検村役場　保健福祉課　予防接種係
☎︎６７- ２２１２
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国立公園内での行為について
※国立公園内での開発行為等については、手続きが必要です。

　奄美群島地域は、自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・休養・教化に資するとともに、
生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
　国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制されています。
　国立公園内において、次のような開発行為等を行う場合は、事前に国や県への許可申請・届出の手続きが、必要
となります。

　国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について、不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。

①工作物 ( 建築物を含む ) の新改増築
②木竹の伐採
③鉱物や土石の採取
④広告物の掲出
⑤野外での物の集積・貯蔵 ( 土石・廃棄
    物等 )
⑥開墾・土地の形状変更
⑦屋根・壁面の色彩の変更　         
                                                            など

第１種
特別地域

第２種
特別地域

第３種
特別地域

特別地域の規制に加えて
①木竹の損傷
②木竹の植栽
③家畜放牧
④野外での物の集積・貯蔵
⑤火入れ・たき火
⑥動植物の捕獲殺傷・採取損傷
⑦落葉落枝採取・放出
　　　　　　　　　　　　　　など

   

特
別
保
護
地
区

①工作物の新改増築
②鉱物や土石の採取
③広告物の掲出
④海底の形状変更
⑤物の係留
    ( 以上漁業に必要なものは除く )
⑥海面の埋立・干拓
⑦指定区域内での動力船使用
　　　　　　　　　　　　　　など

海
域
公
園
地
区

①一定規模以上の工作物の新改増築     　 
　( 建築物高さ 13m 又は延面積 1000 ㎡、 
　鉄塔高さ 30m、送水管長さ 70m など )
②鉱物や土石の採取
③広告物の掲出
④土地の形状変更

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　など

普
通
地
域

手続きの必要な行為 ( 一例 )

許可申請・届出の手続き

違反行為について

( １ )　申請・届出の様式
           ・様式・必要な添付書類・記載要領については、県のホームページに掲載されています。
( ２ )　 標準的な処理期間
           ・通常約 1 〜 3 か月を必要とします。 ( 書類に不備があった場合の補正の期間は除く )
( ３ )　 注意事項
           ・行為の種類、規模、公園の種類、地種区分の違いにより手続きなどに違いがあること、また、行為の場所や内容によっ   
　　　 ては 許可ができない場合もあることから、事前に奄美自然保護官事務所、徳之島自然保護官事務所又は大島支庁総務企
　　　 画課もしくは関係市町村役場にご相談下さい。
           ・ 自分の所有地であっても、国立公園内での行為においては、手続きが必要となります。

自然公園法の規定に違反しての行為や、無許可での行為などについては、罰則が設けられます。

● お問い合わせ先
    奄美自然保護官事務所 ( 奄美大島・喜界島・与論島 )　電話 0997-55-8620
    徳之島自然保護官事務所 ( 徳之島・沖永良部島 )　電話 0997-85-2919
    大島支庁総務企画課　商工観光係　電話 0997-57-7215
    行為地の市町村役場
● 許可申請書の提出先
    行為地の市町村役場
●県のホームページ ( 検索方法 )
　鹿児島県庁ホームページ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届　

宇検村
せいかつ情報局

宇検村
せいかつ情報局
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【相談場所】
　奄美市役所　別館

【問合せ・予約先】
　奄美市役所
　市民協働推進課
☎︎ 0997 - 52 - 1111
　宇検村役場
☎︎ 0997 - 67 - 2211
※必ず電話予約が必要です。
多くの方に利用いただくため
に、 原 則 1 人 年 に 1 回 と な
ります。

くらしの

掲示板
「奄美法律相談センター」

相談員の派遣日程
令和元年度７月〜９月の予定

小児救急電話相談のご案内
県では、夜間における子供の急な病気やケガなどについて看護師
などが応急処置や医療機関の受診の必要性などの助言を行う「小
児救急電話相談事業」を実施しています。

受付時間

電話番号
平日・土曜日：午後７時〜翌朝８時　　日曜日・祝日：午前８時〜翌朝８時

「＃ 8000」番または「099 - 254 - 1186」（携帯電話からも利用可）
※ダイヤル式電話・光電話・IP 電話および市外局番が「0986」の地域
の固定電話からは、「099 - 254 - 1186」におかけください。
※あくまで電話相談であり、判断の参考としてもらうための助言です。

問合せ先
県庁子ども家庭課
               ☎ 099 - 286 - 2763

月 日

11
18
25
 8
22
29
12
19
26

弁護士名

鈴木　穂人
和田　知彦

泉　武臣
大倉　克大
菅野　浩平

久留　倫太郎

池田　征弘

   鈴木　穂人　

   蓑毛　長樹　

午前 午後

７

８

９

13 時 〜 16 時半

13 時 〜 15 時半

13 時 〜 16 時半

13 時 〜 15 時半

13 時 〜 16 時半

13 時 〜 15 時半

9 時半 〜 11 時半

11 時 〜 12 時

9 時半 〜 11 時半

11 時 〜 12 時

9 時半 〜 11 時半

11 時 〜 12 時

女性のための

健康相談窓口

妊娠

出産

子育て
更年期

妊娠 ( 予期しない妊娠を含む ) や出産、子育て、DV、更年期など、
女性の心と体の健康に関する相談に応じています。相談は無料です。

気軽に受けられる相談窓口です。子供の養育に関する様々な悩みを
一緒に受け止め、協力しながら解決に努めます。相談内容によって
は、要望を聞きながらより専門的な関係機関と連携します。

県助産師会

各県保健所

☎︎：099 - 210 - 7559
受付時間：火・木・土・日曜日の午前 10 時〜午後 6 時
E-mail：josei@pref.kagoshima.lg.jp

電話や面談による相談を行なっています。
※詳しくは、県ホームページをご覧いただくか、下記までお問
合せください。

問合せ先

問合せ先

県庁子ども家庭課
   ☎︎： 099 - 286 - 2775　FAX：099 - 286 - 5560
            E-mail：boshi@pref.kagoshima.lg.jp

家庭児童相談室

こんな悩み・・・と 1人で悩んでいませんか？
子供のわがまま・落ち着きがない・家族との関わり方・不登校・不登園・いじめ・家庭内暴力・・・

電話・手紙・来所 ( 面接 ) による相談のほか家庭訪問のよる相談にも応じます。

大島支庁瀬戸内事務所福祉課内「家庭児童相談室」
〒 894 - 1506　瀬戸内町古仁屋船津 36 番地
☎︎ 0997 - 72 - 0186
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ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を　
　
　
　
　
理
解
す
る

正
し
く

らい菌という細菌による感染力の弱い慢
性の感染症です。主に皮膚や末梢神経が
おかされ、後遺症が残るケースもあった
ため偏見や差別の対象とされていました。
現在は治療薬が開発され、不治の病でな
く、完全に治る病気となりました。

ハンセン病とは？

ハンセン病であった方々が、社会に温かく迎えられ、安心して生活が
送れるように、ハンセン病問題に関する理解と知識を身につけましょう。

誤った隔離政策によって強制的に隔離され、ご本人だけでなくご
家族までも偏見や差別を受け、かけがえのない多くの方々の人生
が奪われました。病気が治っても家族の元には帰れず、社会復帰
が難しい状況にあり、今もなお多くの方々が療養所での生活を余
儀なくされています。長い間差別と偏見に苦しんだハンセン病で
あった方々が、平穏に安心して暮らせる地域づくりの為に、また
二度とこのような悲しい歴史を繰り返さない為に一人ひとりがこ
の問題に向き合う気持ちが大切です。

入所されている方との交流を通し、あやまった隔離政策による人権侵害
の体験談から、偏見・差別のない社会の大切さや、生き方を学ぶ貴重な
機会です。詳しくは、せいかつ情報局 (10 ページ ) を確認ください。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
県
で
は

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

親子でハンセン病療養所訪問を希望される方々も募集

「サクララン」

ケンムンのいるガジュマルにたくさん可愛い花
を咲かせているサクララン。宇検村に住んでい
るとついつい通り過ぎてしまうところですが、
少し車を止めて眺めてみてはいかがでしょう
か。ちなみにサクラでもランでもなく、観葉植
物として親しまれる、つる性植物ホヤの仲間ら
しいです。そして花言葉は「人生の門出」。とっ
ても素敵な花ですよね！

今号の表紙

こんにちは！地域おこし協力隊の坂井勇介です。
協力隊としての活動も半年が過ぎました。

自分の目標も見つかり、その目標が宇検村のこれからに役立てればいいと思います。

　今後の活動の一つに、養蜂を行うことがあ
ります。温暖な気候はハチが過ごすには最適
で、自然のミツバチも奄美には多くいます。
また特に宇検村は手付かずの自然が多いため
に蜜源も豊富です。ハチと聞くと怖い！と思
う人も多いですが、こちらから攻撃的になら
なければミツバチがわざわざ刺しに来ること
はほぼありません。見かけてもそっとしてお
きましょう。

地域おこし協力隊　活動報告

　宇検村で養蜂を行うことの目的の一つは、
６次産業の発展の他にも、村内の農業の活性
化にも役立てられるかと思っています。果物
の交配に内地からハチを取り寄せることに大
金をかけてしまうことなく、安価に村内から
貸し出しができれば、より村内の農家の人が
経営しやすくなるのではと考えています。

編
集
後
記

　

今
年
度
よ
り
広
報
担
当
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
坂
井
遥
で
す
。

　
広
報
誌
を
作
る
と
い
う
人

生
で
初
め
て
の
試
み
。
ど
こ

ま
で
や
れ
る
か
と
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
文
字
に
触
れ
る

の
も
写
真
を
撮
る
の
も
好
き

な
の
で
、
精
一
杯
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ

ん
暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
季
節
は
い
よ
い
よ

夏
。
梅
雨
を
乗
り
切
り
本
格

的
に
暑
く
な
り
ま
す
ね
。
私

は
今
年
で
初
奄
美
の
夏
で
す
。

暑
さ
に
は
強
い
方
で
す
が
、

お
そ
ら
く
今
ま
で
経
験
し
た

暑
さ
と
は
一
味
違
う
ん
だ
ろ

う
な
・
・
と
今
か
ら
覚
悟
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
今
の

う
ち
に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
り
体
を
休
め
て
夏
本
番
を

乗
り
切
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
ね
！

次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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〒
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鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾

　
　

915
番

地
 / 電

話
：

0997(67)2211 / FAX：
0997(67)2262

発
行

：
宇

検
村

役
場

/編
集

：
総

務
企

画
課

　
　

　
　

/ URL：
http://w

w
w

.uken.net  / M
ail：

kikaku@
uken.net

お
く
や
み

ふ
る
さ
と
納
税

広
報
お
礼

氏
名
　
　   

　
　
　  

住
所

徳
永
　
悦
子
　   

　
神
奈
川

玉
利
　
博
儀
　
　   

千
葉

吉
永
　
弘
明
　
　   

東
京

徳
田
　
伸
夫
　
　   

東
京   

氏
名                  
年
齢  

住
所

三
差
　
光
子
　
　    
平
田

坂
井
　
瑞
一
郎
　    
芦
検

重
野
　
義
光
　
　    

部
連

山
野
　
知
久
　
　    

平
田

氏
名
　   

　
　
　  

　 

住
所

斎
藤
　
恭
彦
　
　    

東
京

吉
永
　
弘
明
　 

　   

東
京 

氏
名                         

住
所           

　
　
保
池
　
泰
成

　
　
園
田
　
美
咲

氏
名
　
　
　
　     

　
住
所

坂
井
　
廣
彦
　   

　
芦
検

坂
井
　
礼
二
　
　   

芦
検

米
田
　
愛
子
　
　   

芦
検

氏
名
　
　
　
　   

　  

住
所

碇
　
　
義
一
郎
　   

宇
検

宮
原
　
ト
ミ
コ
　   

神
奈
川

米
田
　
愛
子
　
　   

芦
検

重
野
　
ち
か
子
　   

部
連

徳
田
　
伸
夫
　
　   

東
京

渡
　
　
博
道
　
　   

田
検

村民のうごき

社
協
ご
寄
付

ご
結
婚
お
め
で
と
う

（令和元年 5 月末現在）

　　　 男　　840　人

　　　 女　　880　人

　　　 計　 1,720　人

　 　  世帯   　968

寄
付

香
典
返
し

    りこ
屋宮　理心ちゃん

平成 30 年 3 月 16 日生 ( 湯湾 )
保護者・悟さん

なみね　
平　愛樹音ちゃん

平成 30 年 3 月 11 日 ( 湯湾 )
保護者・康樹さん

　りり　
富山　麗莉ちゃん

平成 30 年 4 月 2 日 ( 田検 )
保護者・明志さん

68       91      103     92      

※
掲
載
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
順
は
届
け

出
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

(

敬
称
略)

久
志
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